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ｋ_roren@ybb.ne.jp 

 

093-921-0747 

２
０
２
０
年
１
月
３
１
日
（
金
）

北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
は
２
０

２
０
年
春
闘
を
た
た
か
う
方
針
と

体
制
な
ど
を
確
認
す
る
総
会
を
２

０
団
体
５
１
人
の
参
加
で
成
功
さ

せ
た
。
総
会
に
は
、
福
岡
県
春
闘
共

闘
連
絡
会
懸
谷
副
議
長
と
日
本
共

産
党
北
九
州
市
議
団
石
田
団
長
が

駆
け
つ
け
、
２
０
２
０
年
春
闘
を
共

に
た
た
か
う
決
意
を
こ
め
た
激
励

の
挨
拶
を
う
け
ま
し
た
。 

２
０
２
０
北
九
州
春
闘
総
会
・
学
習
会 

開
催 

第
一
部
は
、
全
労
連
伊
藤
圭
一
常

任
幹
事
か
ら
「
労
働
法
制
を
め
ぐ
る

情
勢
＆
春
闘
で
活
用
し
た
い
労
働

法
」
と
題
し
て
６
０
分
間
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
伊
藤
氏
は
、
こ
れ
ま

で
の
闘
い
で
勝
ち
取
っ
て
き
た

様
々
な
労
働
法
を
要
項
に
使
う
こ

と
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
詳
し
く
述

べ
、
最
賃
闘
争
や
長
時
間
労
働
の
是

正
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
、
均
等
待

遇
の
実
現
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
根
絶
を
め
ざ
し
て
奮
闘

す
る
こ
と
が
、
２
０
２
０
年
春
闘
の

前
進
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
永
吉
事
務
局
長
が
、「
２

０
２
０
年
春
闘
方
針
（
案
）
、
北
九

州
で
の
た
た
か
い
の
具
体
化
」
な
ど

に
つ
い
て
提
案
。
参
加
者
か
ら
は
、

福
建
労
田
代
氏
か
ら
「
春
の
大
運

道
」
、
健
和
会
労
組
門
岡
氏
か
ら
は

「
２
０
２
０
年
春
闘
方
針
賃
金
闘

争
に
つ
い
て
」
、
北
九
州
市
職
労
坂

内
氏
か
ら
は
、「
２
０
２
０
年
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間
報
告
」、
全
教

大
島
氏
か
ら
は
「
公
立
学
校
へ
の

『
一
年
単
位
の
変
形
時
間
制
』
導

入
反
対
の
た
め
の
請
願
署
名
へ
の

協
力
要
請
等
４
人
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
国
労
福

崎
氏
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
災
害
に
よ
る
不

通
区
間
再
開
な
ど
国
民
お
足
を
守

る
た
た
か
い
」
に
つ
い
て
文
書
発

言
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
春
闘
方

針
が
豊
か
に
補
強
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
最
後
に
、
健
和
会
労
組
細

川
書
記
長
が
元
気
い
っ
ぱ
い
、『
２

０
２
０
年
春
闘
闘
争
宣
言
』
を
読

み
上
げ
提
案
し
ま
し
た
。 

 

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
満

場
の
拍
手
で
採
択
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
は
永
冨
議
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
！
で
今
年
の
春
闘
総

会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

雨
あ
が
り 

デ
モ
や
野
外
集
会
が
苦
手
だ
っ

た
。
参
加
の
要
請
が
あ
っ
て
も
断
っ

て
い
た
。
こ
の
会
社
に
入
社
は
決
め

た
が
、
組
合
に
ま
で
入
っ
た
覚
え
は

な
い
。
し
か
し
そ
ん
な
私
を
ユ
ニ
オ

ン
シ
ッ
プ
と
い
う
ル
ー
ル
が
許
さ
な

か
っ
た
。
今
現
在
、
こ
う
し
て
組
合

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
「
北
九
州
憲
法
集
会
」
で

あ
る
。
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に

大
手
町
の
ム
ー
ブ
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
。
組
合
の
先
輩
が
「
座
っ
て
聴

く
だ
け
だ
か
ら
」
と
巧
み
に
声
を
か

け
、
渋
々
参
加
。
そ
の
講
演
を
聞
き
、

鼻
血
が
出
る
ぐ
ら
い
の
衝
撃
を
受
け

た
の
を
覚
え
て
い
る
。
私
の
知
っ
て

い
る
テ
レ
ビ
の
総
理
は
も
ち
ろ
ん
良

い
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
。
ま
さ
か
戦
争
を
し
は
じ
め
よ
う

と
は
。
さ
ら
な
る
衝
撃
は
、
自
分
が

ど
れ
だ
け
無
知
に
生
き
て
き
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
衝
撃
で
立
ち
上
が
れ

な
い
。
生
き
て
き
た
の
か
、
流
さ
れ

て
き
た
の
か
。
そ
の
年
か
ら
だ
ろ
う
、

私
は
行
っ
た
こ
と
の
な
い
選
挙
に
行

き
初
め
て
一
票
を
投
じ
た
。
も
ち
ろ

ん
自
分
で
考
え
、
学
び
、
選
ん
だ
人

を
。
今
年
も
５
月
３
日
に
憲
法
集
会

が
開
催
さ
れ
る
。
誰
か
誘
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
る
。（
中
） 
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平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
北
九
州 

★ 

第
５
回 

総
会
開
催 

★ 
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州

ネ
ッ
ト
第
５
回
総
会
が
、
２
０
２
０

年
１
月
１
９
日
（
日
）
１
３
時
か
ら
、

北
九
州
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

１
階
会
議
室
に
平
和
団
体
、
女
性
団

体
、
労
働
組
合
、
法
律
事
務
所
等
か

ら
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
南
川
社
民
党
門
司
支
部

の
司
会
で
始
ま
り
、
前
田
憲
徳
あ
き

ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
副
代
表
の
開
会

挨
拶
、
池
上
弁
護
士
（
あ
き
ら
め
な

い
ネ
ッ
ト
事
務
局
）
が
経
過
報
告
、

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
報
告
・
提
案
。
会
場
か
ら
の
発

言
は
、
小
倉
地
区
の
野
瀬
さ
ん
、
八

幡
地
区
の
嶋
さ
ん
、
門
司
地
区
の
宮

代
さ
ん
、
若
松
地
区
の
山
下
さ
ん
が

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
言
し
ま
し
た
。
池
上
弁
護
士
の
提

案
、
４
つ
の
地
区
か
ら
の
発
言
・
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
、
毎
月
１
９
日
行
動
や
憲
法
改
悪

発
議
を
さ
せ
な
い
緊
急
署
名
の
取

り
組
み
、
５
月
３
日
、
１
１
月
３
日

に
大
規
模
集
会
を
開
く
等
を
確
認

し
、
新
し
い
役
員
と
し
て
、
前
田
代

表
を
選
出
、
事
務
局
に
若
い
三
浦
哲

史
氏
を
補
充
し
て
、
取
り
組
み
の
大

き
な
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。 

北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
は
、
２

月
１
３
日
１
８
時
３
０
分
か
ら
北

九
州
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
１

階
会
議
室
で
加
盟
組
合
代
表
者
会

議
を
開
き
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
１

２
団
体
１
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

会
議
の
冒
頭
、
永
冨
議
長
が
「
２

０
２
０
年
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
に

ふ
れ
、
３
月
１
１
日
の
回
答
指
定
日

に
向
け
労
働
者
の
権
利
と
生
活
を

守
る
た
め
に
全
力
を
！
」
と
挨
拶
、

具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
永
吉
事
務
局
長
が
提
案
し
ま
し

た
。 

 

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
①
全
て

の
加
盟
組
合
で
２
０
２
０
年
春
闘

要
求
書
を
提
出
し
団
交
で
の
回
答

を
求
め
る
こ
と
。
②
２
月
２
８
日
に

早
朝
宣
伝
行
動
、
行
政
、
商
工
会
議

所
、
九
電
な
ど
に
対
す
る
要
請
書
の

提
出
と
懇
談
な
ど
一
日
総
行
動
の

成
功
。
③
３
月
１
１
日
の
一
斉
回
答

指
定
日
に
向
け
た
取
り
組
み
。
④

３
・
１
１
全
国
統
一
行
動
の
成
功
を

め
ざ
す
。
⑤
３
・
１
８
さ
よ
な
ら
原

発
北
九
州
集
会
、
３
・
１
５
県
民
集

会
の
成
功
。
⑥
憲
法
改
憲
反
対
等
平

和
の
取
り
組
み
。
⑦
第
９
１
回
北
九

州
統
一
メ
ー
デ
ー
集
会
の
成
功
。 

全
て
の
争
議
の
解
決
を
め
ざ
す
等

な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
確
認
し
ま
し

た
。 

第
３
回 

北
九
州
春
闘
共
闘 

加
盟
組
合
代
表
者
会
議
開
催 

年
金
削
減
違
憲
訴
訟
が
結
審
！

５
月
判
決
！ 

 
 「

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
」
は
２

月
１
０
日
（
月
）
第
１
８
回
裁
判
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

原
告
側
意
見
陳
述
を
全
日
本
年

金
者
組
合
福
岡
県
本
部
執
行
委
員

長
の
牧
忠
孝
氏
と
弁
護
団
の
山
本

一
行
弁
護
士
が
行
い
ま
し
た
。
被
告

国
側
の
発
言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
原
告
席
・
傍
聴
席
が
あ
ふ
れ
支

援
者
全
員
が
法
廷
内
に
入
り
き
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。 

閉
廷
後
弁
護
士
会
館
で
開
か
れ

た
集
会
も
１
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
で
会
場
に
椅
子
を
追
加
す
る

ほ
ど
の
状
態
で
し
た
。
集
会
で
は
、

二
人
の
陳
述
者
の
発
言
の
後
、
い
か

ん
よ
貧
困
福
岡
の
会
の
懸
谷
さ
ん
、

生
存
権
裁
判
の
藤
元
さ
ん
、
佐
賀
県

原
告
団
事
務
局
の
方
の
連
帯
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

弁
護
団
の
弁
護
士
２
人
か
ら
、
準
備

書
面
を
用
意
す
る
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
世
代
間
の
公
平
に
つ
い
て
の

意
味
な
ど
の
解
説
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。 

会
場
か
ら
は
、
４
人
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
「
老
後
年
金
２
０
０
０

万
円
足
り
な
い
問
題
な
ど
の
影
響

か
駅
頭
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
と
、
関

心
が
以
前
に
比
べ
高
ま
っ
て
き
た

よ
う
だ
。」「
大
義
は
我
に
あ
り
！
弱

い
者
い
じ
め
の
政
治
を
跳
ね
返
し

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
結
審

に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
の
出
る
集
会

と
な
り
ま
し
た
。
判
決
は
、
５
月
１

５
日
（
金
）
に
言
い
渡
さ
れ
る
予
定

で
す
。 
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地
区
労
連
新
役
員
か
ら
決
意
と
抱
負
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

地
区
労
連
ニ
ュ
ー
ス
で
５
回
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
（
順
不
同
） 

  
 
 
 

事
務
局
次
長 

今
泉 

礼
二 

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
） 

  

今
年
度
よ
り
事
務
局
次
長
を
務

め
ま
す
、
今
泉
で
す
。
出
身
単
組
は

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
す
。 

 

福
岡
地
本
で
も
書
記
長
を
務
め

て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
安
川
電
機
の
協
力
会
社

で
金
属
加
工
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。 

 

昨
年
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
「
人

間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ

ナ
ー
ｉ
ｎ
長
崎
」
に
参
加
し
ま
し

た
。 

 

一
日
目
の
全
体
講
演
で
、
Ｅ
Ｕ
の

労
働
時
間
法
制
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
が
、
特
に
気
が
付
い
た
点
は
週

の
労
働
時
間
が
（
残
業
も
含
め
）
４

８
時
間
に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

毎
日
１
１
時
間
、
７
日
間
ご
と
に
２

４
時
間
の
「
絶
対
的
な
休
息
期
間
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

残
業
も
含
め
労
働
時
間
が
規
制
２

４
時
間
の
「
絶
対
的
な
休
息
時
間
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
残
業
も
含
め
労
働
時
間
が
規

制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

残
業
を
し
な
く
て
も
生
活
で
き
る

賃
金
が
も
ら
え
る
制
度
に
な
っ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
二
日
目
は
、
長
時
間
・
過
密
労

働
の
分
科
会
に
参
加
し
、
公
務

員
・
保
健
師
・
労
働
相
談
員
・
佐

賀
県
労
連
・
教
員
の
組
合
の
方
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ

け
国
家
公
務
員
や
市
役
所
勤
務
の

労
働
者
、
教
員
に
長
時
間
労
働
が

蔓
延
し
て
い
る
こ
と
、
「
残
業
規

制
」
の
通
達
の
も
と
で
、
大
金
記

録
を
付
け
た
後
に
業
務
を
継
続
し

て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
労
働
者

に
広
く
知
ら
せ
、
全
体
講
演
で
報

告
さ
れ
た
良
い
施
策
を
日
本
で
も

実
現
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
人
と

手
を
取
り
合
っ
て
運
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

福
岡
県
労
連 

第
７
３
回
評
議
員
会 

 

福
岡
県
労
連
は
、
２
月
１
日
１
０

時
か
ら
福
岡
第
３
偕
成
ビ
ル
４
階

会
議
室
で
、
第
７
３
回
評
議
員
会
を

開
き
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
か
ら
は
、
永
冨

議
長
以
下
４
人
の
評
議
員
と
県
労

連
永
吉
幹
事
に
５
人
で
参
加
し
ま

し
た
。 

第
１
部
は
全
労
連
常
任
幹
事
に

よ
る
「
労
働
法
制
を
め
ぐ
る
情
勢
＆

春
闘
で
活
用
し
た
い
労
働
法
」
を
演

題
で
学
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

評
議
員
会
は
、
隈
本
副
議
長
に
よ

る
開
会
あ
い
さ
つ
と
議
長
選
出
、
山

下
議
長
挨
拶
、
議
案
の
提
案
は
福
山

事
務
局
次
長
と
小
川
事
務
局
次
長

が
行
い
、
１
４
人
の
評
議
員
が
提
案

さ
れ
た
議
案
を
補
強
す
る
発
言
が

あ
り
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 事

務
局
長
な
ど
欠
員
の
役
員
選

挙
が
あ
り
、
福
山
事
務
局
次
長
が
事

務
局
長
に
立
候
補
し
新
し
い
事
務

局
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

最
後
、
山
下
議
長
の
音
頭
で
団

結
頑
張
ろ
う
、
２
０
２
０
年
春
闘

で
の
要
求
前
進
を
め
ざ
し
全
力
で

駆
け
抜
け
る
決
意
を
固
め
あ
い
ま

し
た
。 

地区労連の活動を紹介している永冨議

長 

2020 春闘共闘をめざす地域総行動 

主要駅で宣伝行動を行います 

【日 時】2 月 28 日（金） 

＊小倉駅・戸畑駅前 7：15～ 8：15 

＊門司駅・黒崎駅前 17：45～18：45 

★皆様の参加協力をお願いいたします★ 

教育問題を語る大島代議員 

年
金
裁
判
・
集
会 



                             

                             

                             

                             

                             

２０２０年 2 月２０日 北九州地区労連ニュースＮＯ１６０（４） 

労働法コラム  第６２回  

 

 

     

    黒崎合同法律事務所 

    朝隈 朱絵 弁護士   

 

昨
年
１
２
月
、
公
立
学
校
の
教
員

に
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

を
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
公
立

の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
「
改
正
」
案
（
給
特
法
「
改

正
」
案
）
が
成
立
し
ま
し
た
。 

１ 

１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
と
は 

 
 

労
働
者
の
労
働
時
間
に
つ
い

て
、
労
働
基
準
法
は
、
原
則
と
し

て
、
１
週
間
の
労
働
時
間
の
上
限

を
４
０
時
間
、
１
日
の
労
働
時
間

の
上
限
を
８
時
間
と
定
め
て
い

ま
す
（
同
法
３
２
条
）。 

 
 

こ
れ
に
対
し
、
１
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
と
は
、
１
年
単

位
の
平
均
週
労
働
時
間
が
４
０

時
間
を
超
え
な
け
れ
ば
、
各
日

８
時
間
、
各
週
４
０
時
間
を
超

え
る
時
間
に
つ
い
て
も
時
間
外

労
働
時
間
と
み
な
さ
な
い
制
度

で
す
（
同
法
３
２
条
の
４
）。
簡

単
に
言
う
と
、
繁
忙
期
に
長
時

間
働
い
て
、
そ
の
分
閑
散
期
に

休
ん
だ
り
短
時
間
労
働
に
し
た

り
す
る
こ
と
を
し
や
す
く
す
る

制
度
で
す
。
変
形
労
働
時
間
制

の
下
で
は
、
労
働
時
間
の
上
限

は
、
１
日
１
０
時
間
、
１
週
間

５
２
時
間
が
限
度
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
の
趣
旨
は
、

労
使
が
労
働
時
間
に
つ
い
て
柔

軟
な
枠
組
み
を
設
け
る
こ
と

で
、
自
ら
工
夫
し
て
労
働
時
間

を
短
縮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。 

２ 

１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
を
教
員
に
導
入
す
る
こ
と
の
問

題
点 

（
１
）
教
員
の
業
務
の
性
質
上
、

１
年
間
の
変
形
労
働
時
間
制
は
馴

染
ま
な
い
と
い
う
点 

 
 

そ
も
そ
も
、
変
形
労
働
時
間

制
は
、
変
形
期
間
を
通
じ
て
、

あ
ら
か
じ
め
業
務
の
繁
閑
を
見

込
ん
で
、
計
画
的
な
時
間
管
理
を

で
き
る
こ
と
、
時
間
外
労
働
が
恒

常
化
し
て
い
な
い
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
制
度
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
教
員
の
業
務
は
、
夏

季
休
業
期
間
等
の
時
期
も
、
研

修
・
プ
ー
ル
指
導
・
補
修
・
部
活

動
指
導
の
業
務
が
あ
っ
た
り
し

て
業
務
量
全
体
が
減
少
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
業
務

の
繁
閑
を
見
込
め
る
と
は
言
い

難
い
で
す
し
、
児
童
生
徒
間
の
ト

ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
・
家
庭
と
の
連

絡
等
、時
間
外
労
働
が
恒
常
化
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ

う
な
実
態
か
ら
、教
員
の
業
務
は

変
形
労
働
時
間
制
に
は
馴
染
ま

な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。 

（
２
）労
使
協
定
等
が
排
除
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
点 

 
 

さ
ら
に
、
労
働
基
準
法
は
、
変

形
労
働
時
間
制
の
導
入
に
労
使

協
定
を
手
続
き
要
件
と
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
１
月
に
中
央
教
育

審
議
会
が
発
表
し
た
「
新
し
い
時

代
の
教
育
に
向
け
た
持
続
可
能

な
学
校
指
導
・
運
営
体
制
構
築
の

た
め
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
に
関
す
る
総
合
的
な
方

策
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
は
、

条
例
や
そ
れ
に
基
づ
く
規
則

等
に
基
づ
き
、
１
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
を
導
入
で
き

る
よ
う
法
制
度
上
の
措
置
を

と
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま

す
。
こ
の
答
申
の
通
り
、
条
例

等
に
よ
り
一
律
に
教
員
へ
の

変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
が

可
能
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
労

働
者
に
と
っ
て
不
利
益
な
労

働
条
件
を
実
施
す
る
場
合
に

は
労
使
協
定
を
要
件
と
す
る

こ
と
で
労
働
者
の
保
護
を
図

ろ
う
と
し
た
法
の
趣
旨
を
没

却
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
指

摘
も
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

３ 

ま
と
め 

 
 

教
員
へ
変
形
労
働
時
間
制

を
導
入
す
る
こ
と
は
、
上
記
の

よ
う
な
問
題
を
孕
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
閑
散
期
と
称
し
て

休
日
を
割
り
振
ら
れ
て
も
、
実

際
に
や
る
べ
き
業
務
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
結
局
出
勤
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
等
、
む
し

ろ
、
長
時
間
労
働
を
助
長
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 
 

現
状
で
も
、
学
校
は
長
時
間
労

働
の
温
床
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

長
時
間
労
働
の
結
果
、
精
神
疾
患

に
よ
り
病
気
休
職
を
し
て
い
る

教
は
全
教
員
数
も
０
．
５
％
強
で

推
移
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
長
時
間
労
働
が

進
め
ば
、
教
員
の
な
り
手
が
減

る
、
離
職
者
が
増
え
る
、
と
い
う

こ
と
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
、
教

員
が
児
童
・
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
が
取
れ
な
い
等
、
教
育
の
質
が

低
下
す
る
と
い
う
結
果
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
あ
る
べ
き

は
、
現
場
の
教
員
の
声
を
聞
い
た

上
で
、
正
規
職
員
の
数
を
増
や
す

等
、
実
態
を
踏
ま
え
た
制
度
構
築

だ
と
思
い
ま
す
。 

 


